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（日本語要旨） 

Alu はヒトゲノムにおける主要な SINE（散在性の短い反復配列）であり、2 つ

の単量体が Aに富んだリンカーで接続された構造を持つ｡現在､二量体の Aluは

ヒトゲノム中で転移するが、単量体の Alu は化石化された配列としてしか存在

しない｡ヒトとチンパンジーのゲノムの比較解析から､8 つの最近挿入された単

量体 Alu が見つかった。その内の 1 つは別の単量体 Alu が下流の配列と共に転

移したものだった。さらに単量体Aluをヒトゲノムから網羅的に探索すると1404

座位見つかり､その内のいくつかは二量体Aluの中央と 3’末端のAに富んだ配列

の間で組み換えが起こってできたものであることがわかった｡この結果は､単量

体 Aluが、(1)別の単量体 Aluの転移、(2)二つの Aに富んだ配列の間での組み換

えによってできていることを示している｡ 


